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慶應義塾⼤学医学部を卒業後、渡⽶までの約6年半、⾎液腫瘍内科医とし
て直接の診療に携わりつつ、研究にも取り組んできました。2012年には
Albert Einstein College of Medicine にて研究室を設⽴し、2023年に同⼤
学の教授（Cell Biology/Stem Cell Institute, Medicine and Oncology, 
Tenured）へと昇進しました。研究室のメンバーと共に、⾎液・幹細胞研究
の発展に⽇々尽⼒しています。私達の研究の⼤きな核の⼀つは、多様な代謝
経路が造⾎幹細胞の運命決定にどのように影響するのかという問いです。
Ito lab では、健全な造⾎幹細胞の維持機構と、悪性化した造⾎幹細胞にお
ける異変の解明に全⼒を注いでいます。本講演では、ミトコンドリア代謝が
幹細胞の運命決定へどのように関与してきたかを、これまでの進展と最新の
知⾒とともにご紹介します。研究内容に加え、私のキャリア、特に海外で研
究室を運営してきた経緯にも焦点を当てます。海外の研究環境の魅⼒や、⽇
本を離れて基礎研究を⾏う意義、そしてその経験がPhysician-Scientistとし
ての視座をどう広げてきたかもお伝えしたいと考えています。

アルバート・アインシュタイン医科⼤学 教授

第518回 ⼤学院セミナー（キャリアアップシリーズ︓海外研究者）
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略歴
2000年 慶應義塾⼤学医学部 卒業
2000年 慶應義塾⼤学病院 内科研修医
2000年- 2004年 慶應義塾⼤学⼤学院 博⼠課程
2002年 慶應義塾⼤学病院 ⾎液内科 助⼿
2004年-2006年 発⽣・分化⽣物学教室 特別研究助⼿ 兼任
2006年 メモリアル・スローンケタリング癌センター 博⼠研究員
2007年 べス イスラエル・ディーコネス医療センター 博⼠研究員
2008年 ハーバード⼤学 医学部 内科学 講師
2012年 アルバート・アインシュタイン医科⼤学 医学部 専任講師
2017年 アルバート・アインシュタイン医科⼤学 医学部 准教授
2023年 アルバート・アインシュタイン医科⼤学 医学部 教授

幹細胞センター 学術ディレクター (2012年-現在)、 単細胞遺伝学センター⻑
（2014年-現在）、及びニューヨーク KUH (Kidney, Urology and Hematology) 
トレーニングプログラム 執⾏委員会委員・ネットワーク共同リーダー (2022年-現在)
兼任 熊本⼤学 客員教授 (2020年-現在) 兼任
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